
農林商工部 農政課 松本 清臣

ソフト事業担い手育成事業

担い手養成実践農場整備支援事業

一般会計

452

6.農林 － 1.農業 － 3.農業

　新規就農希望者を対し、ソフト面とハード面との両方の観点から、技術習得から就農までを一貫して支援す

る実践的な研修の場として「実践農場」を整備を支援することにより、現在の懸案事項である担い手不足、耕

作放棄地の増加の解消を図る。

担い手養成実践農場整備支援事業補助金（機械・農地

リース）　　　　　　　200,000円

担い手養成実践農場整備支援事業補助金（施設リー

ス)　　　　　　　　　　 125,000円

実践農場後見人謝金　  　 25,000円

研修者は、農業技術の習得を精力的に実施しているこ

とから、研修地域における担い手の候補者となり得る

ものと判断する。
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４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳 ５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成22年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 389

①施策で目指す目標との関連付け

　新規就農希望者を支援することにより、担い手の育成・確保が期待できる。

②事業を実施する必要性

　過疎化・高齢化が進む中、今後農地の管理が困難になり荒廃化が進む恐れがある。このような状況の中、

新規就農希望者に対し、研修農場整備し提供することにより、担い手の育成・確保が効率的に可能となり、

農業の担い手不足の解消と地域の耕作放棄地拡大防止が期待できる。

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

350 1,500 525 750
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0
0 0 0 0

175 750 262 375
0 0 0 0

175 750 263 375
0.05
254
604

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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新規農業者の育成については需要なことから平成21年度新規農業者養成を図った。平成22年度についても引き

続き推進する。　

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成21年度の所属長評価

活　　　動　　　内　　　容 活動日又は時期 活 動 結 果 等

補助金交付

補助金交付 通年 補助金交付
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